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概要報告書  

団 体 名 公益社団法人 ストップ・ガン・キャラバン隊 

事 業 名 未来に種まきリレーシンポジウム 
 

昨年の大阪～福岡～東京に続き未来に種まきリレーシンポジウムと称し、広島と

福島の２ヶ所を回り、「非行少年を生まない社会作り」をテーマにシンポジウム

を実施しました。 

広島大会では、基調講演「青少年問題と大人の責任」と称し、元広島県警本部長

の竹花豊さんが、県警本部長時代に取り組まれて実績を挙げられた暴走族対策を

中心に基調講演を行い、非行の低年齢化が今後の課題とご提言されました。 

またパネルディスカッションでは、「非行少年を生まない社会づくり」を題に、

地元広島竹原市立竹原中学校の現職校長先生の斉藤美由紀さんが実際に学校で

直面して実践された、生徒達と向かい合い徹底的に逃げない生徒指導のお話があ

り生徒たちとの血の通った深いやり取りが印象的でした。 

福島大会では、基調講演「被災地の未来を担う少年の健全育成について」と称し、

東北管区警察太田局長が 2011年 3月 11日に起きた東日本大震災被災状況と被災

地における少年非行防止対策として、少年規範意識の醸成と居場所作りや社会奉

仕活動による立ち直り支援について、地元の方々へ呼びかけを行った。 

今回も前年度同様にシンポジウムの内容を DVDの映像にまとめ、青少年非行防止

活動を行っている少年補導員や教育関係者へ配布を行い、当該問題を全国的共通

議題として研磨を深める契機としていく。 

 【福島大会のパネルディスカッションの様子】2013年 2月 10日 

 


